
ど
の
様
な
経

過
で
、こ
の
地

球
と
言
う
星

で
、
「人
と
言
う
動
物
」が
現
在
の
姿
に
な
った

の
知
ら
な
い
。
が
、
現
在
は
、こ
の
星
の
、
支
配

者
の
様
な
位
置
に
「人
」は
有
る
。
今
や
、
他
の

星
へも
行
き
帰
り
出
来
て
、
近
い
将
来
「移
住
」

が
出
い
る
「能
力
」が
持
て
る
様
だ
。

特
に
今
世
紀
は
、
更
にP

C

環
境
の
素
晴

ら
し
い
発
展
で
、
子
供
で
も
、
自
分
で
世
界
の

人
々
と
直
接
に
繋
が
る
こ
と
が
出
来
る
様
に

な
った
。
他
の
動
植
物
だ
け
で
な
く
。
空
間
も

支
配
下
に
し
、
人
類
は
王
者
に
な
った
。

所
が
最
近
、
気
に
も
し
な

か
った
「鼻
く
そ
」程
小
動
物

（上
の
写
真
）

ア
カ
カ
ミ

ア
リ
と
い
う
ア
メ
リ
カ
大
陸

原
産
の
毒
蟻

「
ヒ
ア
リ
」

が
、ク
デ
タ
ー
を
起
こ
し
、
今

や
地
球
王
者
の
人
類
を
慌
て
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
「蟻
」は
、
今
、
世
界
中
が
最
も
侵
入
を

警
戒
す
る
「種
の
一
つ
」。
日
本
の
環
境
省
・外

来
生
物
法
の
規
制
対
象
種
「特
定
外
来
生

物
」に
指
定
し
て
い
る
が
、
今
ま
で
、
日
本
に

侵
入
し
て
い
な
か
った
。が
、そ
の
強
い
増
殖
力
、

分
布
拡
大
能
力
で
、
人
類
も
深
刻
な
生
態
リ

ス
ク
を
負
う
。
そ
の
上
、
「胡
麻
」程
の
大
き
さ

の
「蟻
」だ
が
、
人
が
刺
さ
れ
る
と
、
最
悪
は
、

死
亡
す
る
と
「水
際
の
駆
除
」対
策
が
取
ら
れ

て
い
る
。
果
た
し
て
欲
望
の
赴
く
ま
ま
に
、
発

展
し
て
き
た
人
類
に
、
そ
れ
が
出
来
る
だ
ろ
う

か
？
・「ハム
レ
ッ
ト
」の
セ
リ
フ
を
借
り
れ
ば
、

「そ
れ
だ
！
問
題
だ
！
」

前
戦
争
の
「敗
戦
」で
、
平
和
憲
法
」の
下
。

素
晴
ら
し
い
経
済
大
国
に
な
った
。
自
国
の
資

源
は
少
な
い
が
、
輸
入
し
、
加
工
し
、
輸
出
を

し
て
、
経
済
競
争
の
勝
利
者
に
な
った
。
あ
ら

ゆ
る
部
門
の
経
済
戦
争
の
勝
利
は
し
た
様
だ

が
、
資
源
の
殆
ど
は
輸
入
し
て
い
る
。
そ
の
輸

入
に
、
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
す
形
で
強
敵
が

現
れ
た
。
そ
れ
は
、
国
家
で
も
、
商
社
で
も
な
い

毒
蟻

「ヒ
ア
リ
」
だ
。
繁
殖
力
が
強
く
小

さ
く
て
、
ど
こ
に
で
も
「隠
れ
て
」伊
賀
・上
野

の
忍
者
よ
り
手
強
い
集
団
が
運
ば
れ
て
来
て

「ク
ー
デ
タ
ー
」を
起
こ
し
た
の
だ
。

原
始
時
代
の
人
類
も
、
大
き
な
恐
竜
の
様

な
動
物
に
も
耐
え
、
闘
い
な
が
ら
、
健
気
に
彼

ら
は
「ク
デ
タ
ー
」を
起
し
た
の
だ
ろ
う
？
。
、

今
に
至
る
人
類
歴
史
で
学
べ
る
が
、
人
間
同

士
で
殺
し
合
った
、
幾
つ
も
の
戦
争
経
験
。
更

に
、
万
一
の
場
合
、
モ
ッ
ト
被
害
が
莫
大
な

「「原
発
」も
動
い
て
い
る
日
本
だ
か
ら
・・過
剰

な
心
配
は
、ご
無
用
と
思
う
が
。
蟻
の
一
穴
は

大
堤
防
を
壊
す
。
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
！
。

地域のお客様のお役に立つ店をめざして！ とんからりん 2017(平成29) VOL⒈214 7月1日(土）

本
日
の
、
ご
講
師
は

「有
限
会
社r

e

・ma
k
e

」

代
表
取
締
役

岡
山
栄
子
様

テ
ー

マ
は

「
千
年
前
か
ら
継

承
！
日
本
の
ゆ
ず
の
健
康
法
！
」

岡
山
さ
ん
が
、
お
住
い
の

箕
面
は
、
実
は
知
る
人
ぞ
知

る

「ゆ
ず
の
里
」
で
あ
り
、
そ

の
大
部
分
が

「実
生

（み
し
ょ
う
）

ゆ
ず
」
で
す
。
実
生
ゆ
ず
と
は
、

木
で
は
な
く
種
か
ら
１
８
年
か

け
て
育
て
ら
れ
、
や

っ
と
収
穫

で
き
る
希
少
な
ゆ
ず
で
、
大
粒

で
豊
か
な
そ
の
香
り
は
素
晴
ら

し
い
も
の
で
す
。
自
分
の
力
で

成
長
し
、
木

自
体

に
力

が
あ

る
か

ら
、

ゆ
ず

本
来

の
美

味

し
さ
も

あ
り
ま
す
。

岡
山
さ

ん

は
、

こ
の

地

元

の
実

生
ゆ
ず

を
使

っ

て
、
ス
キ
ン
ケ
ア
商
品
を
開
発
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
ス
キ
ン
ケ
ア
商

品
は
当
然
、
ゆ
ず
の
香
り
が
す
る

の
で
す
が
、
な
ん
と
、
そ
の
香
り

に
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
だ
け
で
は
な
く
、

体
の
不
調
、
認
知
症
予
防
、
ス
ト

レ
ス
が
蓄
積
し
た
脳
の
慢
性
疲
労

に
と
て
も
役
立
つ
そ
う
で
す
。
岡

山
さ
ん
は
ス
キ
ン
ケ
ア
商
品
の
加

工
作
業
で
障
が
い
者
を
雇
用
さ
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
加
工
作
業
で

ゆ
ず
の
香
り
を
嗅
ぐ
の
で
、
障
が

い
者
の
方
に
も
い
い
変
化
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

講
演
中
は
驚
き
ば
か
り
で
、
そ

の
お
話
に
皆
さ
ん
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
講
演
中
に
ス
キ
ン
ケ
ア

商
品
の
サ
ン
プ
ル
を
皆
で
使
っ
て

み
た
の
で
す
が
、
首
の
周
り
に
少

し
塗
っ
た
だ
け
で
、
さ
わ
か
や
な

ゆ
ず
の
匂
い
が
仕
事
の
疲
れ
を
吸

い
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

笑
顔
の
と
て
も
素
敵
な
岡
山
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
貢
献
す
る
素

晴
ら
し
い
活
動
を
続
け
て
い
っ

て
欲
し
い
と
心
か
ら
思
っ
た
朝
粥

会
で
し
た
。

発行者
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サ
カ
タ
ニ
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス

第3日曜日開催日6月18日（定例:朝9時）

第150回：朝粥食べておシャベリ会
ご講演：岡山栄子さん：報告者）山本知弘様

こ
の
「月
刊
新

聞
」は
、2003

年

4
月
号
が
第
1
号
発
行
・14
年
経
て
、

今
号214

号
に
な
り
ま
し
た
。

配
布
は
「友
の
会
」会
員
様
（年
会
費

要
）
限
定
で
す
が
、
他
の
お
方
は
、
ネ
ッ

ト
検
索
・「サ
カ
タ
ニ
と
ん
か
ら
り
ん
」

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
青
年
時
代
、
色
々
な
事
情
で
「商

売
を
継
が
無
い
」と
決
意
、
家
を
飛
び

出
し
た
私
。
そ
の
間
「新
聞
」を
出
し

た
り
、
税
務
や
民
生
の
相
談
等
の
、

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

▽
和
歌
山
や
井
手
町
等
の
災
害
に

は
「救
援
隊
」（ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
に
参
加

し
、
行
政
交
渉
す
る
「被
災
者
団
体
」

を
創
る
活
動
や
、
復
旧
の
手
伝
い
で
、

諸
々
の
、
貴
重
な
経
験
、
快
い
喜
び

を
感
じ
ま
し
た
。

▼
高
校
時
代
は
、
気
弱
で
、
超
大
人

し
か
った
の
で
、
突
然
変
異
し
て
、
友

人
達
は
、
ビ
ッ
ク
リ
し
た
様
だ
が
、

そ
は
、
弁
証
法
で
、
当
然
の
帰
結
だ

と
思
い
ま
す
が
・・。

▽
そ
の
後
、
父
経
営
の
酒
問
屋
が
破

産
寸
前
に
直
面
。
債
権
者
団
が
「大

株
主
」の
会
社
設
立
・更
に
私
の
事

業
参
加
の
条
件
が
付
き
、
法
人
化
し

た
「酒
問
屋
」に
仕
方
な
く
一
兵
卒

で
参
加
、20
才
時
で
し
た
。

▼
そ
れ
か
ら
六
十
数
年
、
進
む
方
向

に
、
円
形
脱
毛
症
に
な
る
程
、
悩
み

む
「危
機
」も
有
り
ま
し
た
が
、
何
時

も
、
自
分
で
選
ん
だ
道
が
、
不
思
議

な
程
、
最
良
の
方
向
で
し
た
。

▽
亡
き
祖
母
は
、
「人
様
を
大
事
に

す
る
の
や
～
］を
耳
に
タ
コが
出
来
る

程
言
い
続
け
て
い
ま
し
た
。
更
に
「渡

る
世
間
は
、
水
を
張
った
盥
や
」と
言
っ

て
ま
し
た
。
そ
の
「心
」は
、
此
処
に
は

書
き
ま
へん
。
お
考
え
を
。

▼
私
、
そ
の
祖
母
の
亡
く
な
った
83
歳

だ
。
運
「う
ん
」
と
言
う
字
＝
運
ぶ
「は
こ

ぶ
」
と
一
緒
。
「運
ぶ
の
は
、身
体
と
心
」

の｢

お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
」の
声
が
、
耳
に
残

る
が
当
分
行
き
ま
へん
え
！
。
待
つて

ど
ん
つ
き

自
然
界
の

ク
ー
デ
タ
ー

念
の
た
め
転
記

☆
ヒ
ア
リ
に
刺
さ
れ
た
ら
？

「２
０
～
３
０
分
程
度
、
安
静
に
し
、
体

調
の
変
化
が
な
い
か
注
意
す
る

人
に
よ
っ
て
は
容
体
が
急
変
す
る
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
病
院
で
す
ぐ
に

治
療
が
必
要
だ
。
ま
た
、
ヒ
ア
リ
を
発

見
し
た
と
き
は
、
素
手
で
触
ら
な
い
の

が
大
事
。
熱
湯
を
か
け
て
駆
除
す
る

方
法
も
あ
る
が
、
ま
ず
は

☆
近
畿
地
方
環
境
事
務
所
野
生

生
物
課
、
保
健
所
、
警
察
へ連
絡
を
！

同
事
務
所
：Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
６
・４
７
９
２
・０
７
０
６

楽

々
ホ
ー
ル
」
で

「お
粥

食
前
に
話
を
お
聞
き
の
方
々

毎
月
七
日
：
恒
例
：

七
条
大
橋
を

キ
レ
イ
に
す
る

会

◎
日
時

七
月

七
日

（金
）

◎
集
合
：
七
条
大
橋

・
東
詰
南

作
業
時
間

AM9

時
～~10;30

◇
掃
除
用
具
：
手
箒
：
雑
巾

・

小
さ
い
ス
コ
ッ
プ
等

各
自
ご
持
参
等
ご
持
参
く
だ
い
。

◇
終
了
後,

集
酉
楽

サ
カ
タ
ニ2F

一
時
間
程
お
茶
を

飲
み
反
省
会

写
真
；
清
掃
協
力
中
の

フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
お
二
人
さ
ん

主催：京都府の京都府戦没者追悼慰式の
要式改定報告が「平和を願い戦争に反対する

京都戦没者遺族の会様」から届きました。
☆開催日時：平成29年10月11日：
☆場所：国立京都国際会館で、催しの詳細は

後日。此処では要式の変更のみ致します。

☆これまで「追悼戦没者」は、極一部を例外除き、
軍人軍属のみで、京都府内の空襲や艦砲射撃
や、徴用で軍事工場勤務者は対象から外れて居
ました、私共の近くの「馬町空襲爆死者」等も、
昨年,府に要望、ヤッと70年も経つた
今年から悼対象者になりました。



前
号
よ
り
少
し

時
を
溯
る
が
、

そ
の
現
在
地
は
、

二
軒
の
家
屋
だ
っ

た
。
西
側
は
、
当
時
借
家
で
、
酒
屋

（酒
場

ス
ペ
ー
ス
有
る
）
を
営
ん
で
い
た
。
東
隣
の

「志
摩
看
板
店
」が
引
越
、
後
を
購
入
、
昭

16
年
に
建
替
え
（写
真
左
側
）
「酒
場
」部

門
を
そ
こ
に
分
離
。

一
番
番
頭
「新
吉
」

（本
名
今
堀
幸
平
・実

家
、
馬
町
）を
、
祖
父

の
姪
と
結
婚
さ
せ
、

夫
婦
に
酒
場
の
店
を

任
せ
た
。
が
、
新
婚

直
後
に
、
目
が
弱
く

兵
役
免
除
だ
っ
た
彼
も
、
兵
隊
に
招
集
、

更
に
中
国
で
戦
死
。
祖
母
は
、
嫁
を
実
家

に
戻
し
て
、
自
ら
が
、
主
で
「国
民
酒
場
」営

業
。
空
襲
が
激
し
く
な
っ
た
昭
20
年
３
月

頃
迄
続
け
た
。
（後
、
閉
業
）

サ
イ
パ
ン
島
「玉
砕
」後
、
昭
20
年
1
月

15
日
、
米
軍
機
に
、
東
山
区
馬
町
が
瀑
撃

を
機
に
、
五
条
・堀
川
、
お
池
通
等
が
、
強

制
疎
開
で
壊
さ
れ
、
更
に
「学
堂
疎
開
」が

始
ま
り
、
「酒
場
」も
戦
時
廃
業
で
閉
鎖
。

祖
父
は
、
広
島
付
近
の
炭
坑
工
夫
に
「徴

用
」さ
れ
、
肺
を
侵
さ
れ
、
京
都
に
戻
っ
た

が
終
戦
直
後
9
月
1
日
58
才
で
没
し
た
。

私
は
、
学
童
疎
開
で
、
（先
祖
が
住
み
墓
地

も
有
る
）
宇
治
の
山
奥
で
、
「宇
治
の
チ
ベ
ッ

ト
」と
も
言
わ
れ
山
村
「炭
山
」か
ら
夏
休

で
終
戦
で
、
家
に
戻
っ
て
お
り
、
祖
父
の
死

水
を
取
っ
た
。
祖
父
は
、
58
才
で
、
苦
し
も

せ
ず
「灯
」が
消
え
る
様
に
、
穏
や
か
に
亡

く
な
っ
た
。
生
前
、
「お
前
は
酒
谷
家
14
代

目
、
店
を
継
ぐ
の
や
で
～
」と
、
幼
児
の
私

を
「酒
蔵
」に
連
れ
て
呉
れ
，
利
き
猪
口
の

酒
の
香
り
を
嗅
が
せ
、
後
、
酒
に
指
を
突
っ

込
ま
せ
て
、
「利
き
酒
」を
さ
せ
、
感
想
を
聞

き
、
常
に
「よ
く
利
い
た
」と
褒
め
て
呉
れ
た
。

動
物
園
へも
再
々
連
れ
て
呉
れ
、
と
て
優
し

い
。
お
爺
ち
ゃ
ん
だ
った
。

敗
戦
後
は
、
祖
母
が
主
に
な
っ
て
、
酒
場

営
業
を
、
（昭
24
）
ま
で
続
け
た
。
時
節
柄

「酒
は
貴
重
品
」だ
っ
た
が
、
戦
後
ヤ
ヤ
落
ち

着
い
た
翌
年
か
ら
、
父
は
戦
前
に
、
お
取
引

の
有
っ
た
滋
賀
県
の
酒
蔵
か
ら
、
直
接
に

「闇
」で
、
酒
を
購
入
し
、
ア
テ
用
食
品
も
粗

末
な
物
し
か
な
か
っ
た
が
、
お
客
さ
ん
等
が
、

食
材
を
調
達
し
て
呉
れ
、
続
け
ら
れ
た
。

戦
後
、
米
軍
に
指
導
で
、
「酒
・醤
油
・等
々
」

が
配
給
申
込
み
を
沢
山
抱
え
た
店
の
み
許

可
さ
れ
る
仕
組
み
が
度
移
入
さ
れ
、
。
そ
の

結
果
、
私
共
の
学
区
は
12
店
舗
に
な
った
。

酒
屋
は
、
半
休
業
状
態
で
、
父
は
、
商
事
会

社
役
員
を
兼
業
、
日
本
の
超
貧
し
い
時
代

だ
つ
た
。

考

え

て

み

た

ら

、

こ

ん

な

政

治
家
た
ち
を
黙
っ
て
支
え
て
き
た
の
ね
。

税
金
、
介
護
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
、

府
市
民
税
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料

ｅ
ｔ
ｃ

言
わ
れ
る
ま
ま
に
せ
っ
せ
と
払
い
込
ん

で
き
ま
し
た
。
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
日
本
人
ほ
ど
従
順
な
人
種
は

い
な
い
ん
だ
そ
う
で
す
。
上
に
立
つ

ヒ
ト
に
対
し
て
こ
の
上
な
く
良
質
で
安

心
な
日
本
人
。

「前
へ
倣
え
」

「右
に

倣
え
」
と
い
う
号
令
で
見
事
に
隊
列
を

整
え
、

「お
上
絶
対
」
に
染
ま
っ
て
き

た
の
で
す
。
そ
れ
が
道
徳
、
人
と
し
て

の
道
で
し
た
か
ら
。

そ
う
い
え
ば
お
隣
の
国
は
？
何
か
に

つ
け
て
議
論
が
お
好
き
。
譲
ら
ぬ
光
景

（ケ
ン
カ
腰
）
の
迫
力
に
は
恐
れ
入
る

ほ
ど
で
す
。
同
じ
よ
う
に
お
米
食
べ
る

民
族
で
も
キ
ム
チ
の
国
。
負
け
て
ま
せ

ん
。
先
ご
ろ
の
大
統
領
の
疑
惑
に
も
あ

れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
レ
ッ
ド
カ
ー

ド
を
突
き
つ
け
、
退
陣
さ
せ
、
国
政
は

希
望
の
国
へ
と
一
新
さ
れ
ま
し
た
。

対
し
て

「水
に
流
せ
」

「黙
っ
て
食
え
」

の
美
徳
が
残
る
こ
の
国
。
梅
雨
の
出
水

も2

、3

日
後
に
は
黙
っ
て
澄
み
ま
す
。

「お
上
の
い
う
事
に
間
違
い
は
」
の
封

建
的
家
父
長
制
さ
な
が
ら
、
粛
々
と
跪

（ひ
ざ
ま
づ
）
い
た
あ
げ
く
が
先
の
大
戦
で

し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
戦
争
が
終
わ
っ

て?

生
ま
れ
た
私
た
ち
で
し
た
。
平
和

憲
法
の
精
神
を
お
く
る
み
に
、

一
人
一

票
の
民
主
主
義
、
言
わ
ば
、

「平
和
」

を
既
得
権
の
７
０
年
間
を
頂
き
ま
し
た
。

あ
る
意
味
ハ
ッ
ピ
ー
な
世
代
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

黙
っ
て
税
金
を
納
め
る
と
い
う

「国
民

の
義
務
」
に
異
存
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

罰
金
の
よ
う
に
高
い

保
育
料
も
、
所
得
に
応
じ
て
と
あ
れ
ば
、

そ
う
な
の
か
、
と

「時
の
政
府
」
の
仰

せ
に
従
っ
て
き
ま
し
た
。
権
利
と
し
て

の
選
挙
で
反
対
を
表
明
し
、
結
果
は
受

け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
こ
こ10

年
位
、
ど
う
も
納
得

で
き
な
い
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
民
主

主
義
と
い
う
原
則
以
前
の
ル
ー
ル
破
り

が
増
え
、
と
か
く
秘
密
裡
に
な
り
ま
し

た
。

「お
友
達
」
で
こ
そ
こ
そ
で
す
。

嘘
も
方
便
な
ら
い
い
け
ど
、
嘘
八
百
、

ア
ン
フ
エ
ア
で
す
。

「民
意
」
と
い
う

願
い
が
ス
ル
ー
さ
れ
、
集
会
、
デ
モ
、

チ
ラ
シ
、
署
名
の
効
力
が
意
図
的
に
無

視
さ
れ
だ
し
ま
し
た
。

あ
ん
な
人
が
ト
ッ
プ
で
、
こ
ん
な
人
が

辞
め
さ
せ
ら
れ
た
り
、
引
っ
張
ら
れ
た

り
、
と
い
う

「構
図
」
に
い
よ
い
よ
苛

立
つ
こ
の
頃
で
す
。
選
挙
も

「争
点
」

は
良
さ
そ
う
な
公
約
ば
か
り
。
そ
の
上

何
か
美
味
し
い
も
ん
と
か
い
た
だ
い
た

ら

「イ
エ
ス
」
マ
ン
よ
ろ
し
く
、
自
然

に
一
票
を
投
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
お
金
に
弱
い
日
本
人
は
。
だ
か

ら
選
挙
後
は

「万
歳
」

「万
歳
」
で
す
。

な
に
が
？
儲
か
る
か
ら
で
す
ね
、
多
分
。

か
つ
て
の
戦
勝
さ
な
が
ら
選
挙
の

「勝

利
」
に
湧
き
、

「支
持
率
」
と
い
う
数

字
の
自
信
で
勝
手
に
強
行
採
決
の
国
会

に
な
っ
た
の
で
す
ね
。
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な
ん
だ

坂

こ
ん
な
坂

⓼

⑦

今
回
は
「伏
見
稲
荷
山
界
わ
い
」に
、

ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
行
き
た
い
。

JR
「稲
荷
駅
」を
下
車
し
て
本
町
通
を

右
手
に
レ
ン
ガ
造
り
の
ラ
ン
プ
小
屋
を
見

な
が
ら
南
下
す

る
と
斜
め
に
横

切
る
感
じ
で
奈

良
線
の
踏
切
が

あ
る
。
こ
の
踏
切

の
手
前
東
側
に

摂
取
院
（
写
真
）

直
違
橋
十

一
丁

目
）が
あ
る
。

明
治
⒒
年
（１
８
７
８
）
当
時
の
東
海
道

建
設
の
た
め
、
御
前
町
か
ら
現
在
の
地

に
移
さ
れ
た
と
い
う
。
御
前
町
で
あ
る
か

ら
JR
「稲
荷
駅
」あ
た
り
に
有
っ
た
」の
で

あ
ろ
う
。
浄
土
宗
の
寺
で
慶
長
１
３
年

（１
６
０
８
）建
立
で
あ
る
。
地
蔵
堂
に
祀

ら
れ
る
腹
帯
地
蔵
（地
蔵
菩
薩
坐
像
、

１
・２
メ
ー
ト
ル
）は
典
型
的
な
平
安
時

代
の
寄
木
造
り
と
推
定
さ
れ
、
銘
文
の

う
ち
最
古
の
も
の
は
、
平
安
末
期
の
墨
書

と
い
わ
れ
て
い
る
。

大
仏
所
大
進
法
眼

６
条
東
洞
院
仏

所
勅
願
寺

文
明
１
７
年
６
月
１
８
日

と
記
し
て
あ
る
と
の
こ
と
。
人
通
り
の
多

い
本
町
通
り
に
あ
る
お
寺
な
の
で
良
く
目

立
っ
て
い
る
。
寄
棟
造
り
の
地
蔵
堂
は
前

の
扉
が
開
か
れ
て
い
て
気
軽
に
お
参
り
が

出
来
る
の
が
良
い
。
夏
の
各
町
内
の
「お

地
蔵
さ
ん
」で
は
摂
取
院
の
住
職
に
毎

年
お
参
り
い
た
だ
い
て
い
る
。
町
内
に
と
っ

て
も
な
じ
み
深
い
お
寺
で
あ
る
。

余
談
で
あ
る
が
、
車
で
走
っ
て
い
る
と
こ

こ
の
踏
切
を
斜
め
に
横
切
る
の
で
、
本
町

通
は
こ
の
あ
た
り
で
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る

よ
う
に
思
う
が
、
摂
取
院
の
前
に
立
っ
て

通
り
を
南
北
に
眺
め
る
と
ま
っ
す
ぐ
で
あ

る
。
現
在
は
奈
良
線
で
あ
る
が
明
治
⒒

年
（１
８
７
８
）に
は
東
海
道
線
と
し
て
建

設
さ
れ
た
。
大
工
事
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

稲
荷
地
域
の
様
子
も
一
変
し
た
と
い
う
。

こ
の
摂
取
院
も
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
が
、
個
人
の
お
宅
も
相
当
数
が
移

転
し
て
い
る
。

こ
の
踏
切
を
さ
ら
に
南
下
す
る
と
本

町
通
の
直
違
橋
十
丁
目
の
十
字
路
東

北
角
に
「是
よ
り
３
丁
ぬ
り
こ
べ
地
蔵
」の

石
の
道
標
が
立
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
最

近
こ
の
道
標
は
何
度
も
車
に
ぶ
つ
け
ら
れ

て
、
つ
い
最
近
ま
で
セ
メ
ン
ト
で
補
強
さ
れ

な
が
ら
活
躍
し
て
い
た
が
、
い
つ
の
間
に
か

取
り
除
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
小
さ
な
脊
柱

で
あ
る
が
町
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

が
無
く
な
る
の
は
悲
し
い
。
こ
の
ぬ
り
こ
べ

地
蔵
は
歯
の
治
療
を
願
っ
て
参
拝
客
が

絶
え
な
い
の
で
あ
る
。
毎
年
６
月
４
日
の

「む
し
歯
予
防
デ
ー
」に
因
ん
で
、
お
地

蔵
さ
ん
の
法
要
が
行
わ
れ
て
い
る
。

実
は
こ
の
ぬ
り
こ
べ
地
蔵
も
そ
の
昔
に
は
、

現
在
の
警
察
学
校
の
敷
地
内
辺
り
に
あ
っ

た
の
だ
と
い
う
。
明
治
か
ら
大
正
に
か
け

て
、
深
草
が
軍
隊
の
街
に
な
っ
て
い
き
軍

用
地
と
な
り
、
現
在
地
に
移
転
さ
せ
ら

れ
た
の
だ
。

稲
荷
山

ぶ
ら
り
散
策
記
㉝

越
智
薫
史

黙
って
い
て
い
い
の
？

石
動
敬
子

２
０
１
７
・6



京
都
は
、

明

治

時

代
ま
で
、

御
所
が
有
り
、
碁
盤
状
に
通
り
が
あ
る
。

七
条
通
は
、
そ
の
一
つ
。
東
山

「阿

弥
陀
ヶ
峰
（頂
上
に
豊
臣
公
墓
地
有
り
）
裾

か
ら
西
に
。
通
り
に
は
、
東

・
西
本
願

寺
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
、
鴨
川
東
岸

に
京
阪
電
車
七
条
駅
。
西
の
中
央
卸
市

場
の
近
く
に
、
「水
族
館
と
鉄
道
博
物

館
」
が
あ
る
。
京
の
東
西
に
通
り
の
中

で
、
ア
ク
セ
ス
良
い
通
り
だ
が
、
三
・

四
条
通
に
比
し
て
、
人
通
り
や
お
店
も

少
な
い
。
が
、
最
近
、
七
条

「梅
小
路
」

に
JR
山
陰
線
の
新
駅
工
事
が
始
ま
っ

た
。
（写
真
）過
っ

て
は
を
涎
を

流
し
羨
ま
し

く
思

っ
て
い

た
が
♫
ハ
イ
こ

れ
ま
で
よ
♫
に

な
る
だ
ろ
う
。。

更
に
数
年
先
は
な
る
が
、
過
っ
て
東

山
七
条
に
有
り
、
西
京
区
大
原
野
に
移

転
し
た

「京
都
市
立
芸
術
美
術
大
学
」

が
、
「塩
小
路
橋
」
付
近
の
崇
仁
小
学

校
跡
地
に
戻
っ
て
来
る
。
数
年
前

「七

条
大
橋
架
橋
百
年
橋
渡
る
会
」
に
ご
参

加
下
さ
っ
た
門
川
京
都
市
長
様
に

「崇

仁
小
学
校
に
、
芸
大
移
転
後
の
ご
計
画
」

を
お
尋
ね
し
た
。
対
し
て
市
長
様
は
、

JR
京
都
駅
か
ら
、
10
分
の
好
立
地
。
隣

接
地
に

「音
楽
堂
、
公
会
堂
、
美
術
館
」

と
、
更
に
、
鴨
川
東
岸
の
東
山
区
の
観

光
を
視
野
に
入
れ
、
考
え
た
い
と
仰
っ

た
。
序
で
に
七
条
大
橋
の

「照
明
塔
」

復
活
を
言
い
た
か
っ
た
が
、
気
の
弱
い

私
は
咽
元
で
止
め
た
。

過
っ
て
芸
大
の
西
京
区
へ
移
転
は
決

ま
っ
た
当
時
、
京
都
女
子
大
学
も
、
同

区
に
移
転
す
る
ら
し
い
と
の
噂
も
有
り
、

所
属
し
て
い
る
七
条
鴨
東
商
店
街
の
役

員
の
た
数
人
と
、
「現
場
」
を
見
に
行
っ

た
。
が
、
こ
ん
な
交
通
の
不
便
な
所
へ
、

「な
ん
で
や
！
」
と
思
っ
た
。
京
都
女

子
大
学
は

「グ
ラ
ン
ド
」
に
し
て
、
今

も
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
が
、
芸
大

は
、
学
校
毎
移
転
さ
れ
た
。
や
は
り
広

く
な
長
い
視
線
で
見
る
べ
き
だ
っ
た
の

か
な
と
思
う
。

私
は
、
（友
人
親
族
等
の
墓
参
り
序
で
に
）

年
に
何
度
か
将
軍
塚
へ
行
く
。
そ
の
時
、

頂
上
か
ら
京
都
盆
地
を
眺
め
る
と
、
三

方
に
山
（塀
）
が
有
り
、
中
央
に
川
（鴨
川
）

西
に
（保
津
川
）」
世
界
で
二
っ
と
な
い
大

邸
宅
に
見
え
る
。
そ
こ
に
は
、
社
寺
仏

閣
や
骨
董
品
、
そ
れ
を
護
る
優
秀
な
職

人
さ
ん
始
め
、
百
万
を
越
え
る
人
々
が
、

生
活
を
営
ん
で
い
る
。
先
の
戦
争
で
、

他
都
市
と
比
べ
る
と
幸
運
に
も

「か
す

り
傷
」
程
度
の
被
害
で
終
戦
を
向
え
た
。
、

千
年
を
越
え
た

大
都
市
で
、
世

界
で
も
、
こ
の

様
な
幸
運
な
町

は
、
極
め
て
少

な
い
だ
ろ
う
。

京
都
人
の
幸
せ

を
喜
び
た
い
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飛
鳥
井
町

を
出
た
市

電
は
、
東
大

路
通
を
南
下
し
ま
す
。
比
較
的
静
か

だ
っ
た
町
並
み
に
も
両
側
に
次
第
に

店
舗
が
増
え
て
、
賑
や
か
に
な
っ
て
来

た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
車
窓
か
ら

注
意
し
て
い
ま
す
と
、
左
手
に
石
畳
の

参
道
が
あ
っ
て
、
そ
の
向
こ
う
に
大
き

な
寺
院
建
築
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
れ

が
知
恩
寺
で
す
。
１
３
３
１
年
、
悪
病

が
流
行
し
た
際
に
、
法
然
上
人
が
百

万
遍
の
念
仏
を
唱
え
て
祈
願
し
、
悪

病
を
防
い
だ
と
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
知

恩
寺
で
は
、
毎
月

一
回
の
手
作
り
市

や
、
十

一
月
の
古
本
市
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
、
市
民
に

は
な
じ
み
の
深
い
寺
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
出
川
通
が
見
え
て
く
る
と

「百
万
遍
」に
到
着
で
す
。
東
大
路
通

と
今
出
川
通
の
交
差
点
を
百
万
遍
と

呼
び
、
住
所
表
示
に
は
現
れ
な
い
通

称
地
名
と
言
え
ま
す
が
、
市
電
・市
バ

ス
の
停
留
所
名
だ
け
で
な
く
、
広
く
施

設
や
商
店
の
名
称
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
、
馴
染
み
深
い
停
留
場
名
で
す
。

こ
こ
で
は
東
山
線
（東
大
路
通
）
か
ら

今
出
川
線
へ曲
が
る
渡
り
線
が
あ
り

ま
す
。
今
出
川
線
を
走
っ
て
来
た
１
系

統
は
こ
こ
で
曲
が
っ
て
東
山
線
へと
入

り
、
こ
れ
ま
で
の
６
号
系
統
に
加
え
て
、

東
山
線
は
ぐ
っ
と
本
数
が
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
百
万
遍
の
名
は
、
先
述
の
知
恩

寺
の
百
万
遍
の
念
仏
に
由
来
す
る
も

の
で
す
。
知
恩
寺
は
、
現
在
で
は
、
そ

れ
ほ
ど
広
い
寺
域
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

明
治
初
期
の
地
図
を
見
る
と
、
現
在

の
百
万
遍
交
差
点
の
東
北
は
す
べ
て

寺
域
で
、
そ
の
由
来
も
納
得
で
き
ま
す
。

さ
て
百
万
遍
と
い
え
ば
、
言
う
ま
で

も
な
く
京
都
大
学
の
所
在
地
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
南
角
に
は

京
大
の
石
垣
と
校
舎
が
あ
り
、
カ
ラ
フ

ル
な
タ
テ
カ
ン
が
歩
道
上
に
並
び
、
交

差
点
付
近
は
学
生
た
ち
の
人
波
が
絶

え
ま
せ
ん
。

私
に
と
っ
て
、
市
電
と
百
万
遍
と
の

思
い
出
と
言
え
ば
、
や
は
り
団
塊
の
世

代
だ
け
に
、
大
学
紛
争
の
時
代
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
昭
和
四
十
年
代
前

半
、
京
大
も
紛
争
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

“カ
ル
チ
ェラ
タ
ン
”と
称
し
て
、
市
街
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
の
が
百
万
遍
交

差
点
で
し
た
。
あ
る
時
、
全
共
闘
の
投

げ
た
火
炎
瓶
が
誤
っ
て
自
分
の
衣
服

に
燃
え
移
り
、
学
生
が
火
だ
る
ま
に

な
っ
て
、
逃
げ
惑
う
写
真
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
背
後
に
は
、
足
止
め
さ
れ
た

市
電
の
姿
の
あ
っ
た
の
が
い
ま
も
記
憶

に
残
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
の
百
万
遍
は
、
学
生
た
ち
で
賑

わ
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
商
店
が
立

ち
並
ぶ
、
活
気
の
あ
る
交
差
点
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
分
、
天
下
の
京
都
大

学
の
門
前
交
差
点
と
し
て
は
、
い
さ
さ

か
品
格
に
欠
け
る
風
景
に
な
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

市
電
が
走

っ
た

京
都
を
巡
る

福
田
静

二77

京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ

し
ち
じ
ょ
う

と
お
り

七
条
通㉒

地
味
だ
が
京
都
一の
通
り

74

子
供
た
ち
や
女
性
の
ス
タ
イ
ル
に

昭
和
を
感
じ
る
百
万
遍

百
万
遍
交
差
点
を
渡
る

22
号
系
統
の
市
電

編
集
者
蛇
足
・こ
の
市
電
が
走
っ
て
い
る
時
代
、

祖
母
と
二
人
で
、
左
京
区
吉
田
中
大
路
町
に
住

み
「烏
丸
車
庫
」近
く
の
立
命
館
高
校
に
⑥
系
統

の
市
電
で
通
学
。
写
真
の
㉒
系
統
は
壬
生
車
庫
の

管
轄
で
電
車
は
「今
出
川
で
通
で
左
折
す
る
の
で
。

京
大
の
「天
皇
事
件
」や
「破
防
法
反
対
」で
騒
が

し
い
頃
し
た
。
福
田
さ
ん
の
文
で
、
60
年
も
昔
の

青
年
時
代
と
祖
母
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

将
軍
塚
か
ら
北
西
を
眺
め
た
京
都
市
内

駅建設中七条通梅小路

お
詫
び
：今
号
の
「と
ん
か
ら
り
ん
」

は

ｐ
Ｃ
の
不
調
も
有
っ
て
で
、
作
成
が
遅



戦
後
（
後

昭
（
24

）
年
、

順
調
ス
タ
ー
ト

し
た
酒
類
卸
業

個
人
商
店

「
酒
谷
本
店
」
は
、
外
交
員

も
増
や
し
、
協
和
発
酵
や
菊
正
宗
、
明

石
市
の
江
井
ヶ
島
酒
造
等
の
を
仕
入
先

に
恵
ま
れ
、
好
業
績
だ
っ
た
。
父
は
、

当
時
、
木
屋
町
四
条
下
に
あ
っ
た
高
級

バ
ー
「
お
そ
め
」
の
常
連
。
祇
園
に
も

「
女
」
を
囲
い
、
そ
の
繋
が
り
で
、
京

女
近
く
に
有
っ
た
、
中
村
錦
之
助
さ
ん

の
邸
宅
に
も
、
酒
を
納
入
し
て
い
た
。

卸
酒
屋
は
、
制
度
規
制
で
酒
小
売
店
に

販
売
が
出
来
な
か
っ
た
。
私
も
「
卸
業

の
将
来
性
を
危
ぶ
ん
で
い
た
の
で
、
わ

が
親
友
の
「
康
っ
ち
ゃ
ん
」
に
酒
小
売

免
許
を
取
ら
せ
、
間
接
的
に
小
売
を
し

た
。
（そ
の
店
が
今
の
株
・サ
カ
タ
ニ
）

時
を
戻
す
が
、
幼
児
の
頃
、
私
は
,
祖

父
母
に
育
て
ら
れ
て
い
た
。
近
所
や
、

通
っ
て
い
た
常
盤
幼
稚
園
、
入
学
し
た

近
く
の
、
貞
教
尋
常
小
学
校
の
友
達
に

は
、
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
が
い
る
の
に

と
変
や
な
ぁ
と
思
っ
て
い
た
。
で
も
、

祖
父
母
が
、
可
愛
が
っ
て
く
れ
淋
し
い

と
は
、

一
度
も
思
わ
な
か
っ
た
。
国
民

学
校
二
年
生
学
期
末
、
祖
母
に
、
奥
座

敷
の
仏
前
で
、
病
気
で
実
家
へ
帰
っ
て

い
た
「
お
母
さ
ん
が
戻
っ
て
来
や
は
る
」

と
告
げ
ら
れ
、
翌
日
、
そ
の
実
家
へ

「
丁
稚
の
マ
ァ
チ
が
連
れ
て
呉
れ
た
。

庭
先
の
縁
側
で
会
い
『
ヨ
シ
ち
ゃ
ん
か
、

大
き
な
っ
た
な
ぁ
、
お
母
さ
ん
や
で
ぇ
。

淋
し
い
想
い
を
さ
せ
て
堪
忍
ぇ
」
と
言

わ
れ
た
。
ワ
ー
と
言
っ
て
抱
き
付
い
た
。

お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
と
違
う
、
良
い
香
り
が

し
た
。
そ
の
後
、

一
六
才
迄
「
実
母
」

だ
と
思
っ
て
い
た
。
古
く
か
ら
の
読
者

の
方
は
前
に
記
し
て
ご
存
知
か
と
思
う

が
、
本
欄
は
、
改
め
て
「
自
伝
」
の
心

算
で
記
し
て
い
る
の
で
ご
了
承
戴
き
た

い
。
今
や
八
三
歳
だ
が
、
こ
の
「
と
ん

か
ら
り
ん
」
入
力
も
、
裸
眼
で
入
力
し

て
い
る
。
両
眼
共1

.
5

。
殆
ど
、

今
ま
で
書
か
な
か
っ
た
い
た
こ
と
も
、

も
う
時
効
な
の
で
、
書
く
心
算
で
い
る
。

毎
朝
四
時
半
起
き
，
四
五
分
体
操
乾
布

摩
擦
後
、
朝
食
を
済
ま
し
、
六
時
半
に

は
「
店
フ
ァ
ミ
マ
」
に
入
る
。
勤
務
時

間
も
長
く
辛
い
だ
ろ
う
夜
勤
者
に
「
ご

苦
労
さ
ん
」
と

一
声
を
掛
け
た
い
の
で
。

昔
は
辛
く
悲
し
い
こ
と
も
、
今
は
、

そ
ん
な
、
ア
レ
．
コ
レ
の
、
連
続
が
が

有
っ
た
か
ら
、
今
の
私
が
有
る
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。
我
祖
母
は
、
苦
労
は
、

買
っ
て
で
も
し
な
は
れ
と
言
っ
て
い
た
。

東
山
七
条
出
身

の

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
デ
ュオ
、

フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
が
、

デ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
は
２

０
０
８
年
５
月
。
皆
様
の
温
か

い
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、
来

年
は
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

十
年

一
昔
と
は
よ
く
言
い
ま
す
が
、
フ

ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
も
こ
の
十
年
で
大
き
く
成

長
を
し
ま
し
た
。
私
が
二
人
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

っ
た
頃

が
、
は
る
か
昔
の
こ
と
の
よ
う
で
す
。

当
時
の
写
真
や
映
像
を
見
る
と
、
懐
か

し
く
さ
え
感
じ
ま
す
。

フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
は
今
ま
で
「歌
の
な
い
ポ
ッ

プ
ス
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ

ン
タ
ル
と
い
う
歌
詞
な
い
音
楽
を
創
作
し
て

き
ま
し
た
。
言
葉
と
い
う
制
約
が
な
い

分
、
聴
き
手
の
自
由
な
解
釈
で
楽
し
ん

で
戴
く
、
そ
ん
な
音
楽
を
送
り
届
け
て

き
た
こ
の
十
年
。
言
葉
に
頼
ら
な
い

音
楽
は
、
世
界
を
越
え
て
多
く
の
人
の

耳
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

そ
の
反
面
、
人
々
の
記
憶
に
深
い
印
象

を
残
す
こ
と
が
難
し
く
も
あ
り
ま
し

た
。

十
周
年
を
前
に
、
フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
は
次

の
十
年
を
見
つ
め
て
、
新
た
な
挑
戦
に

臨
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
ま
で
禁
断

と
し
て
き
た
歌
詞
の
あ
る
音
楽
を
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
の
主
軸
に
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
今
ま
で
、
自
分
た
ち
の
思

い
や
届
け
た
い
世
界
観
を
、
「音
楽
」
の

み
で
表
現
し
て
き
た
フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
に
と
っ

て
、

「言
葉
」
で
そ
れ
を
表
現
す
る
の

は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。
う
ま

く
い
く
か
ど
う
か
、
ま
っ
た
く
わ
か
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
自
分
た
ち
の
音
楽

へ

の
飽
く
な
き
挑
戦
と
し
て
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
に
立

つ
こ
と
に
し
ま

し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
人
の
心
に
音
楽
を

届
け
る
に
は
、
「歌
」
と
い
う
言
葉
の
あ

る
音
楽
で
な
い
と
難
し
い
の
が
今
の
時

代
。
明
確
な
言
葉
が
人
々
の
心
に
共
感

を
生
み
、
と
も
に
歌
う
と
い
う
行
為
が

人
々
の
心
を
解
放
す
る
か
ら
な
の
で
し
ょ

う
。
ど
の
よ
う
な
音
楽
を
作
ろ
う
と
、

フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
の
変
わ
ら
ぬ
思
い
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
た
ち
の
音
楽
で

人
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
。
す
べ
て
は
誰

か
の
笑
顔
の
た
め
に
。
フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
の

新
た
な
挑
戦
に
、
引
き
続
き
温
か
く
見
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▽
先
ず
お
、

詫
び
だ
。

こ
の
7
月
号
、
一
度
殆
ど
「入

力
し
終
え
た
の
だ
が
、
保
存
方

法
を
間
違
っ
て
、
行
方
不
明
な

な
っ
た
。

▼
も
う
14
年
書
き
続
け
て
、
こ

ん
な
初
歩
的
な
ミ
ス
は
、
初
め

て
。
何
で
や
！
と
悩
ん
だ
。
答

え
は
直
ぐ
出
た
「痴
呆
症
」が
ヤ
ッ

テ
来
た
の
だ
ろ
う
。

▽
一
生
懸
命
探
し
て
み
た
が
、

見
つ
か
ら
な
い
。
幸
い
に
し
て
、

ご
投
稿
文
は
、
別
に
保
存
し
て

い
た
が
、
私
の
文
が
、
探
し
続
け

た
が
、
行
方
不
明
。

▼
だ
と
言
っ
て
辞
め
れ
ば
、
音

も
立
て
な
い
、
こ
奴
（痴
呆
症
）
は
、

も
っ
と
早
足
に
な
る
よ
う
な
気

が
す
る
、
ご
迷
惑
を
も
う
暫
く
、

ご
辛
抱
戴
き
た
い
。

▽
長
年
パ
ソ
コ
ン
と
付
き
合
い
、

こ
ん
な
ケ
ー
ス
は
、
始
め
て
。

元
々
、
理
数
系
で
無
い
人
間
で
、

曖
昧
な
こ
と
を
良
く
す
る
が

そ
れ
が
、
人
間
が
本
質
で
、
自

然
な
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

▼
あ
ん
ま
り
考
え
過
ぎ
る
と
、

パ
ソ
コ
ン
曰
く
不
可
解
と
、
音
羽

に
清
水
の
滝
に
飛
び
込
む
こ
む

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

が
、
藤
村
操
で
は
無
く
、
そ
は
し

な
い
。

▽
子
供
時
代
、
欲
し
い
も
は
、

手
に
入
れ
る
ま
で
、
ネ
バ
ッ
テ
祖

母
等
を
困
ら
せ
た
。
其
の
性
根

は
、
こ
の
歳
に
な
っ
て
も
治
ら
な

い
。▼よ

う
様
な
、
悪
い
よ
う
な
そ
の

様
な
男
の
「と
ん
か
ら
り
ん
」で

も
お
読
み
戴
け
る
皆
さ
ん
が
居

ら
れ
る
。
ス
ミ
マ
セ
ン
が
、
も
う
も

う
八
年
だ
け
ご
辛
抱
を
。
治

何
ん
だ
坂

こ
ん
な
坂
⓼

今
年
の
六
月
は
、
前
半
が
晴
れ
、
二
十
日

の
夜
か
ら
二
十

一
日
の
昼
に
か
け
て
大

雨
に
な
り
ま
し
た
ね
。
次
の
日
か
ら
は
、

朝
は
曇
る
も
の
の
雨
は
降
ら
ず
、
昨
夜
の

こ
と
は
梅
雨
の
雨
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
台
風
だ
っ
た
の
か
と
頭
を
傾
げ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
ん
な
日
々
で
す
。

新
聞
を
開
き
ま
す
と
、
必
ず
天
気
図

を
見
ま
す
。
誰
し
も
が
テ
レ
ビ
欄
と
同
等

に
確
認
す
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。
昨
今
の
天

気
は
非
常
に
波
が
あ
り
、
等
圧
線
や
前

線
、
気
圧
な
ど
を
追
っ
て
い
く
の
に
は
と

て
も
興
味
深
い
で
す
。
こ
の
お
話
は
、
あ

く
ま
で
紙
新
聞
の
こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル
の

方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
日
に

一
度
家

に
持
っ
て
き
て
も
ら
う
新
聞
か
ら
は
、
デ

ジ
タ
ル
の
よ
う
な
ス
ム
ー
ズ
な
動
き
は
確

認
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
日
経
過
後
の
変

化
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
、

今
ま
で
に
無
い
よ
う
な
前
線
の
組
み
合

わ
せ
を
確
認
し
た
り
、
明
ら
か
に
こ
の
気

圧
は
台
風
並
み
の
影
響
に
な
る
な
と
い

う
よ
う
な
渦
を
発
見
し
た
り
。
明
日
は

穏
や
か
な
等
圧
線
の
感
覚
だ
か
ら
、
空
の

移
り
変
わ
り
も
穏
や
か
な
日
に
な
る
だ

ろ
う
と
想
像
し
た
り
。
新
聞
の
片
隅
に

あ
る
天
気
図
か
ら
は
、
そ
の
日
と
次
の
日

の
予
測
を
し
て
生
活
の
仕
方
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
天
気
図
を
見
て
、
こ

の
前
線
が
こ
う
上
っ
て
き
そ
う
だ
か
ら
、

雨
か
な
ぁ
？
気
圧
の
谷
間
が
こ
こ
に
で
き

た
ら
、
曇
り
か
雨
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、

と
予
測
を
た
て
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
難

し
い
こ
と
は
気
象
予
報
士
に
お
任
せ
し
て
、

日
々
の
天
気
と
天
気
図
を
照
ら
し
合
わ

せ
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で

す
ね
。

ど
ん
な
に
技
術
が
進
ん
で
も
、
や
は
り

ご
く

一
般
的
に
日
常
を
生
活
す
る
者
に

と
っ
て
、
天
気
は
大
切
で
す
。
外
で
仕
事

を
す
る
に
し
て
も
家
で
仕
事
を
す
る
に
し

て
も
気
に
な
る
の
が
空
の
ご
機
嫌
。
何
と

い
っ
て
も
、
着
る
物
、
食
べ
物
、
建
物
の
中

の
環
境
。
生
活
の
全
て
に
関
わ
っ
て
き
ま

す
か
ら
ね
。
プ
チ
農
業
を
始
め
る
方
が

多
い
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
水
は
機
械
的

に
時
間
を
決
め
て
ま
く
の
で
は
な
く
、
そ

の
日
の
天
候
に
よ
っ
て
育
て
て
い
る
物
の

具
合
を
見
な
が
ら
変
え
て
い
き
ま
す
。
人

編
集
後
記

ス
タ
ー
ト

ポ
イ
ン
ト

纐
纈
史
子

天
気

月
三
天


